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通巻259号

暑
中
御
見
舞

　

申
し
上
げ
ま
す
。

盛
夏
の
こ
ろ
、
暑
熱
は
な
は
だ
し

い
折
か
ら
、
会
員
の
皆
さ
ま
、
ご

機
嫌
い
か
が
で
す
か
。

　

ど
う
か
充
分
気
を
つ
け
て
こ
の

夏
を
無
事
に
乗
り
切
れ
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
部
運
営
委
員
一
同

(つ

ｒｙへう

Ｑ

4
０
０
　
　
　
r
日

次

　

９

・
会
計
報
告
（
５
２
年
決
算
・
5
3
年
予
算
）

・
雑
感
（
友
の
会
の
財
源
を
考
え
る
）

・
全
身
性
エ
リ
ケ
マ
ト
ー
デ
ス
・
難
病
の
″
元
凶
″

　

見
つ
け
た
丿
（
京
大
白
井
グ
ル
ー
プ
）

３

　

２４

・
ド
タ
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
①

　

恒
松
徳
五
郎
先
生

　

５

・
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
②
大
島
良
雄
先
生

　

６

・
私
の
体
験
記

・
会
員
だ
よ
ね

・
会
員
だ
よ
り

・
埼
玉
支
部
だ
よ
ｂ
ｙ

・
神
奈
川
支
部
だ
よ
り

・
東
京
支
部
だ
よ
り

・
運
営
委
員
会
記
録

・
書
籍
の
御
案
内

・
事
務
局
だ
よ
り

河
村
真
澄

佐
藤
喜
久
代

高
田
恵
子

森
田
か
よ
子

倉
田
慶
子

富
田
保
蔵

寺
山
ゑ
み

カ
ッ
ト
９
寺
山
り
さ

印
刷
９
白
土
印
刷
所
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昭和５２年度決算報告書

昭和53年３月31日現在

収　　　　　入 支　　　　　出

項　目 金額伺） 摘　　　要 項　目 金額肝D 摘　　　要

前年度繰越

会　　費

寄附金

販売収入

雑収入

　190.164

1,790,700

　501,400

　572,194

　　3,608

会員会費，入会金

特集ｎ号

舘原病のはなし他丿売上

ヂヤリティパザー収益

利息

支部助成金

聡　会　費

印　刷　費

通　信　費

事務消耗品費

事務局費

書庫禁物刮七入費

会　議　費

分　担　金

渉　外　費

資　料　費

ﾁｬﾘﾃｨ協賛費

活　動　費

什　器　費

482,000

467,085

422,010

300.484

　30,630

240,000

123,450

　10.580

　34,550

　26,450

　5,100

100.000

326,870

184,000

９支部

支部長会議費を含む
会報徊京｣名簿そ測也

郵送科,通信費他

文具コピー代

緋頑獄料他

膠原病勁jなし岨購入

定例臨時役員会議費

他団体会費ほか

協大店との交際費等

参考図香代

ショー切符代

交通費を含む

事務局備品

　小　計

次佑昨繰絨

2,753.209

　３０４８５７

合　　計 3,058,066 合　　　計 3.058,066

全国膠原病友の会昭和５２年度収支決算を監査した結果何れも正確である。

　　　　　

昭和５３年６月１６日

　　　　　　　　　　　　　　　

会計監査

　

金

　

井

　　

昭⑩

訳

　

）

日現在

　

９２８冊

1,0 9 2冊

　

□６冊

35枚

２３枚

　

在庫

　

品

　

内

昭和５３年３月３１

×

×

円

円

膠原特集

　

１号

膠原特集

　

２号

膠原病診療手帳

切

　

手

　　

５０

　　　　　　　　

１０

雑

感

　

今
年
も
日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
協
会
の
夏
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
部
の
女
性
運

営
委
員
四
人
が
四
月
売
子
に
立
ち
ま
し
た
。

　

友
の
会
は
創
立
以
来
会
費
（
年
額
二
四
〇
〇
円
）

を
変
え
な
い
で
今
口
ま
で
来
て
釦
り
ま
す
の
で
、
会

の
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
バ
ザ
ー
の
収
益

は
大
い
に
役
立
っ
て
訟
り
ま
す
。

　

今
後
も
斯
様
な
活
動
を
続
け
た
い
と
考
え
て
訟
ｈ
ｙ

ま
す
の
で
会
員
の
御
理
解
御
協
力
を
訟
願
い
致
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
寺
山
）

６

６

６

６

６
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昭和５３年度収支予算（案）

収　　　　　入 支　　　　　出

煩　目 全部円） 摘　　要 項　目 金額胴） 摘　　破

昂｣年度綬j･ぶ

会　　　費

寄　付　金

販売収入

利　　　息

　3 0-1,85 7

2,0 0 0.0 0 0

　5 0 0.00 0

　4 0 0.0 0 0

　　　5,0 0 0

書籍売上,チャリ

ティふリｃ　収益

支部助成金

総　会　費

会　議　費

印　刷　費

通　信　費

事務消耗品背

事務局費

書籍・物品

仕　人　昔

話　勁　昔

分　拙　金

沙　舛　背

負　料　費

雑　　　費

什　器　費

予　備　背

　５００,０００

　３００,０００

　　４ 0,0 0 0

1,0 0 0､０００

　30 0,0 0 0

　　3 5,0 0 0

　2 4 0,000

　1 2 5.0 00

　4 0 0,0 00

　　3 0,0 0 0

　　30,000

　　5(1,000

　　1 9.857

　　７０､０００

　　7 0,0 0 0

９支部

支部長会話費を含む

2,0 0 0×２０

　１膠原」6同行乗号

１回他

郵送桐その他

文具･費，コピー代

事務所費電昌利汽か

|膠原病のぱなＵ

購入仙

交通費を含む

他団体費

賜力者との交際費など

参溺図書

事務局備品

合　　　計 3,209,857 合　　　計 3,209,85 ７

六栄京　とこ泰げでし　八当え会もる　るji販にたまら

時は都前ごれ什ず全だ今う時ま費高だ謬と三光なしずれ五万

は三内栄一でが運て　゜栄ごにす値いめ原こ二収って五る十友

と日のの諸よう官印昭も意診　゜上公の病れ九入て公十も二の

て間与パにいか出刷和七兄い　げ費役友は四。い費二の学会

も参なザ考のが来費四月もて　を区員の大円チた収学が血の

身加さ　｜えかわるも十八参会　せ決公会変がャは人血あ決財

惨しんはて　゜れ蔭含七日少費　ずめで設なもりずの繰か算源

にてば参み今まにめ栄にあ飛　にて　｀立こしテのみ越ま書を

こ改か加だ後す　｀て以固り四　来診他当と人ィもの金すを考

ためりしいの　゜本物来鉄ま⊂⊃　　らい団初でらｊの財２　°菌え

えてごなと問　部価¬運しｏ　れた惨にあなバで源０　にる

ま惨苦か存題　役節会賃だ円　たこよ診るかザすでり　　し２

し力労っじと　　員騰費が　゜は　　もとむいとっ　１　°あＡ　　て

た的でたまし　のの値ア　高　とがもて思だ　れJi　少

゜には私すて　大街上ッ　す　で今一会いら収　ばち　し

。十とで　゜み　　変りげプ　　ぎ　　あに千費ま　｀益　赤円　　考

森時思す　な　なに無さ　る　るな円をしと等　字は　え

田かいが　さ　労もしれ　μ　とり以決だ考の　決　｀　き

゛ら今泉　ん　働め乙ま　　と　　云　｀上め　゜え　　　誰は　せ

３



全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

　
　
　

難
病
の
’
元
凶
“

　

見
つ
け
た
が
‥

　
　
　
　
　

患
者
の
血
液
に
Ｎ
Ｔ
Ａ
（
胸
腺
毒
性
自
己
抗
体
）

　
　
　
　
　

免
疫
Ｊ
ソ
ト
フ
ー
ル
を
破
壊

　
　
　
　
　

（
五
三
・
四
・
一
七
読
売
新
聞
科
学
欄
）

　
　

（
京
大
・
白
井
グ
ル
ー
プ
）

　

医
学
の
手
の
届
か
な
い
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
な
か

に
は
、
病
原
菌
に
対
抗
す
る
た
め
の
自
分
の
免
疫
が
、

自
分
の
組
織
に
障
害
を
起
こ
し
て
し
ま
う
″
自
己
免

疫
病
″
が
多
い
が
、
白
井
俊
一
・
京
大
医
学
部
助
教

授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
最
近
、
難
病
・
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ズ
の
発
病
に
直
接
、
関
与
す
る

思
わ
れ
る
″
元
凶
″
物
質
を
突
き
止
め
た
。
患
者
Ｏ

血
液
中
に
あ
る
胸
腺
毒
性
自
己
抗
体
（
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
と

呼
ば
れ
る
抗
体
で
、
健
康
人
に
は
ま
っ
た
く
な
い
。

こ
の
Ｎ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
免
疫
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ー
ヅ
ヌ

テ
ム
破
壊
が
。
引
き
金
″
に
な
っ
て
発
病
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。
同
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
ほ
か
、
す

で
に
リ
ウ
ｙ
チ
、
進
行
性
強
皮
症
の
患
者
も
、
高
率

で
Ｎ
Ｔ
Ａ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
訟
り
、

今
後
Ｎ
Ｔ
Ａ
が
体
内
で
作
や
出
さ
れ
る
機
構
が
わ
か

れ
ば
、
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
的
な
治

療
法
も
夢
で
は
な
く
な
ね
そ
う
だ
。

（
リ
ュ
ー
ｔ
チ
患
者
に
も
）

　

Ｎ
Ｔ
Ａ
自
体
は
、
自
己
免
疫
病
を
高
率
で
発
症
す

る
「
Ｎ
Ｚ
Ｂ
」
と
い
T
＼
系
統
の
ネ
ズ
ミ
か
ら
、
白
井

助
教
授
が
発
見
、
こ
れ
と
人
間
の
自
己
免
疫
病
な
ど

と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
共
同
で
研
究
し
て
い
る
多

田
富
雄
・
東
大
教
授
（
千
葉
大
教
授
兼
任
）
、
奥
村

康
・
千
葉
大
助
手
、
小
池
隆
・
札
幌
市
立
病
院
研
究

員
ら
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｚ
Ｂ
ネ
ズ
ミ
は
生
後
十
か
月
足
ら
ず
で
、
大
部

分
が
自
己
免
疫
病
で
死
ぬ
。
白
井
助
教
授
ら
は
こ
の

ネ
ズ
ミ
の
持
つ
免
疫
細
胞
を
追
跡
し
た
と
こ
ろ
、
免

疫
細
胞
の
う
ち
、
免
疫
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
抑
制
性
Ｔ
細
胞
だ
け
が
生
後
五
か
月
ぐ
ら
い
ま

で
に
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

同
時
に
、
Ｎ
Ｚ
Ｂ
ネ
ズ
ミ
と
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー

デ
ス
患
者
で
は
抑
制
性
Ｔ
細
胞
の
表
面
に
、
Ｎ
Ｔ
Ａ

と
結
合
す
る
抗
原
が
大
量
に
あ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ａ
が
こ
れ

と
結
合
し
、
同
細
胞
も
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
も
発
見

し
た
。

　

一
方
、
多
田
教
授
ら
は
こ
れ
１
で
に
、
全
身
性
エ

リ
テ
ヴ
ト
ー
デ
ス
、
進
行
性
強
皮
症
、
リ
ュ
Ｊ
マ
チ
、

ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候
群
（
早
発
性
老
化
症
）
な
ど
の
患

者
の
Ｎ
Ｔ
Ａ
を
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
健
康
人

で
は
ま
っ
た
く
検
出
さ
れ
な
い
Ｎ
Ｔ
Ａ
が
、
令
身
性

エ
リ
テ
ｙ
ト
ー
デ
ス
、
進
行
性
強
皮
症
患
者
で
各
五

〇
価
、
リ
ュ
Ｊ
ｙ
チ
で
二
〇
価
、
ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候

群
で
九
〇
喘
。
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
患
者
で

は
抑
制
性
Ｔ
細
胞
が
顕
著
に
減
少
し
て
い
た
。
さ
ら

に
同
一
患
者
で
も
Ｎ
Ｔ
Ａ
が
多
く
、
抑
制
性
Ｔ
細
胞

が
極
端
に
少
な
い
時
は
病
状
も
重
く
、
病
状
が
軽
微

の
時
に
は
Ｎ
Ｔ
Ａ
が
検
出
で
き
な
い
例
も
あ
っ
た
。

　
　

（
Ｎ
Ｔ
Ａ
産
生
の
原
因
は
）

　

こ
う
し
た
一
連
の
デ
ー
タ
か
ら
同
研
究
ダ
ル
ー
プ

で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ａ
が
免
疫
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

抑
制
性
Ｔ
細
胞
を
破
壊
し
て
し
ま
う
結
果
、
自
分
の

組
織
な
ど
に
対
す
る
過
剰
な
抗
体
が
作
ら
れ
、
自
己

免
疫
病
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
軸
ｈ
ｙ
、

全
身
性
エ
リ
テ
フ

の
一
つ
、
と
見
て
い
る
。

　

で
は
な
ぜ
患
者
に
Ｎ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
い
う
も
の
が
産

生
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
に
つ
い
て
、
多
田
教
授
、
白

井
助
教
授
ら
は
、
親
か
ら
子
へ
伝
え
ら
れ
る
あ
る
種

の
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
型
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
）
や
、
″
体

質
”
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推

定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
成
果
は
難
病
克
服
の
手
が

か
り
と
し
て
ア
メ
リ
カ
免
疫
学
会
で
も
発
表
、
大
き

な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

-－４



　　　　　　　　　　自はの攻コＴ　の細除に　体組の臨白

　　　　　　　　　　分　｀か撃ン細こ協胞すあ抑紡織ソ床己全

　　　　　　　　　　の伺蔭しト胞の力。るる割合・ビ症免身

　　　　　　　　　　組らとてロ。　zzでＢ仕　゜性物臓レ状疫性

　　　　　　　　　　織かさしｌ多ネ成細組病Ｔが器⌒は病ェ

　　　　　　　　　　にのれまル田ッ立胞み原細沈が゛きのリ

　　　　　　　　　　璋原るわし教トじで体胞羞璋１わ－テ

　　　　　　　　　　害因　゜なて授　・　てなあな　　｀害　１　めつマ

　　　　y仝14蚕　　　　をでこいいがワいどるど胸ジさ現てでト

　　　　　　　　　　起免れのる発１るい免体腺ｙれ象多　｀ｌ

　　　　　　　　　　こ疫にも　゜見ク　゜ろ疫内で炎る－彩推デ

　　　　卿'－　　　　　しの対　｀免゛zz　　んはに作を　ｏを　゜定ス

　　　　ｔ　；　　　　　て　zzしこ疫で０　　な　｀侵ら起ジ伴皮患

　～p　　　1？　　　　　し調　｀のが　｀ヵ　種抗入れこ／い膚者代

　　　　　｀‾゛　　　　ま　ｆ自抑自免ナ　　類休し　｀す臓　｀の数表

　　　　　　　　　　うμ　己割分疫メ　のをた血こにい紅は的

　　　　　　　　　　゜が免性ののが　免分異液と抗ろ斑約な

　　　　　　　　　　　　狂疫Ｔ組働抑　疫泌物中が原いや一全

寺　　

い病絹織き割　細すをな多１ろ手万身
　　　　　　　９　　　　｀ｔ胞をを性　胞る排どい抗な足人性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

最腺ｙ　一れィうＴ今らもまＡえは見テ　　　　肺ｅ　　　，
な４．　

皿

こ性球にの全トと胸は々ろ　゜体血々はト腺　　　　　゛哨’

れ白が問大身にが腺よのいま゛液ななＪ毒

が己減題き性な分゛く変ろたを中免いデ性　　　　　の難¬

大抗少といェるっリ分化のリ含に疫かス白　　　　　記病全

き休すな前り現てｙりや異ノめは異と０己　　　　　事の身

くがるる進テ家来パま異常パて抗常注本抗　　　　　’‾　生
夕関か点とマがま球せ常が球種核が目態体　　京　　乏ﾆ7C fz

ロ係では言ト見しのんがあが々抗見し究。　　´　　院凶J-

j　すす例え】出た減でどむ拉の体出て明Ｎ　　大　　んを　リ

ズる　゜故まデさ　゜少しのま当自－さいにＴ　　　　　で見テ

・　らこ　｀しスれすにた様すす己Ｌれま一Ａ　　恒

了しのこ　ょのたなよ　゜に　゜る抗Ｅてす歩゛　　松　　　　っマ

ッい原のう研ゎゎるそ結し細体細来　゜近は　　回　　　け　ト

プと因抑　゜究けちたれぴか胞が胞まこづ全　　促ヽ　　　　た　ｌ

さいと制　Ｋでキめがつし性証やしのき身　　五　　　//デ

れうしＴ　訟す］だ抑く　｀免明抗だ病う性　　郎　　　こ

てのて　¶　　け　゜・　と制のこ良きＤ　°気心ェ　　　　　　　　　ス

来で胸リ　　るこポい性かれにれＮ例に発リ

てれ　究て線でのそ結スしまう抗きやつ観　いのねなでルま
作か次がいにあ機の果て　｀しと体を免あ点次か研ばっも勤し

ららは進ま沿る能よとは先たす複抑疫ｊかいと究なて同物た

れな将めすっとにうし抑にしる合え抑まらで期をむ来じ゛゜

るす来ら　゜てい回なて制も　｀も物る制す今治待更まま性に綬

かべのれ新最う復り自性述今のをの剤　゜ま療さにせし質見初

をき展てし近こさｙ己Ｔべ後で減がはすでにれもんたを出は

明は望いいでとせパ抗リたもす少目白なとつまうが　゜もさ勣

ら胸とま治はがる球体ｙ如使゜さ的已わ異いす－　｀今つれ物

か腺いす療免分こをがパく用可せで抗ちって　゜歩全後もた。

に毒う　゜法疫っとむ作球全通成病し体　｀たで　前身艇ののＮ

し性こ　　と調てがしらが身れり’変たを従治す　進性にがでＺ

て白と　　し節来よろれ減性るのを　゜産米療が　さェ臨証すＢ

｀已に　て剤唾り増る少ェで効スそ生０法　｀　せリ床明かと

更抗な　　目がし根加のしりし果トれすスが最　るテ的さ　｀言

に体り　　下使だ本さでてテ　ょを　ッＫるテ開近　　もマにれ人う

こがま　　大わ　゜的せすいマう挙プよ細口発は　のト検る間疾

れどす　　いれかでてかて　ト　゜げさむ池イ　さ新　　で　ｌ　討よの患

をうが　にてか重正らそ１　してせ抗のドれし　はデさう病モ

除しこ　研来る要常　｀のデか来よ原動剤つXハ　　すふスれに気デ

５



去
す
る
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
で
し
太
う
。
こ
り
な

れ
ば
多
年
の
念
願
で
あ
る
根
本
治
療
の
開
発
に
一
歩

近
づ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
○
成
果
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

御
指
摘
の
如
く
膠
原
病
は
体
質
と
何
ら
か
の
誘
因

の
組
合
せ
で
起
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
胸
腺
毒

言諮

性
自
己
抗
体
の
研
究
を
通
じ
て
将
来
は
よ
り
一
心
具

体
的
な
形
で
上
記
の
考
え
方
が
提
示
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
の

早
期
発
見
や
予
防
法
の
開
発
な
ど
も
夢
で
は
な
く
な

る
と
思
う
の
で
す
が

膠

　

原

　

病

　

に

　

つ

　

い

　

て

埼
玉
医
科
人
学
教
授
・
同
附
属
病
院
長

　
　
　
　
　

大

　

隔

　

良

　

雄

（
問
）

膠
原
病
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
し
″
う

か
。

　

（
答
）

　

今
か
ら
三
〇
余
年
前
ア
メ
リ
カ
の
病
理
学

者
タ
レ
ン
ペ
ラ
ー
等
が
全
身
の
結
合
組
織
を
広
く
侵

し
、
類
線
維
素
物
質
の
沈
着
を
特
徴
と
す
る
病
気
の

仲
間
を
と
り
ま
と
め
る
た
め
に
提
案
し
た
名
称
で
、

膠
原
病
と
い
う
一
つ
の
病
気
か
お
る
訳
で
は
あ
ｐ
ま

せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
カ
ワ

膠
原
組
織
は
結
合
組
織
の
代
表
で
、
「
膠
」
は
結
合

組
織
を
原
料
と
し
て
で
き
る
物
質
で
す
。

　

さ
て
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
が
膠
原
病
の
呼
び
名
を
考
え

つ
い
た
の
は
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ヱ
の
研
究
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
進
行
性
全
身
性
硬
化
症
（
強

皮
症
）
、
皮
膚
筋
炎
な
い
し
多
発
筋
炎
、
結
節
性
動

脈
周
囲
炎
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
リ
ウ
マ
チ
熱
な

ど
が
仲
間
に
加
え
ら
れ
、
血
栓
性
血
小
板
減
少
性
紫

斑
病
も
膠
原
病
に
入
れ
て
い
る
学
者
が
多
い
。

　

発
熱
、
発
疹
、
関
節
痛
や
関
節
炎
、
筋
肉
痛
、
全

身
衰
弱
、
リ
て
ハ
節
腫
脹
、
血
沈
促
進
な
ど
感
染
症

を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
症
状
を
呈
し
な
が
ら
抗
生
物
質

の
効
か
な
い
こ
と
も
共
通
の
特
徴
で
、
心
臓
、
肺
、

腎
臓
な
ど
の
内
臓
も
い
ろ
い
ろ
の
程
度
に
釦
か
さ
れ

る
全
身
病
で
す
。

　

原
因
究
明
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自
己
免
疫

説
は
最
も
有
力
な
説
明
の
一
つ
で
す
。

（
問
）
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
し
く
ほ
ど
ん
な
病
気
で
す
か
。

　

（
答
）
エ
リ
テ
ｙ
卜
」
ア
ス
（
紫
斑
性
狼
縦
）
に
は

全
身
性
（
８
Ｌ
Ｅ
）
と
円
盤
状
と
の
二
型
か
お
り
、

膠
原
病
匠
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
前
者
で
す
。

二
〇
才
代
上
二
○
才
代
の
女
性
に
最
も
多
く
発
熱
、

発
疹
（
特
に
顔
の
蝶
型
発
疹
）
、
関
節
痛
、
腎
障
害

　

（
蛋
白
尿
な
ど
）
が
特
徴
的
で
す
が
、
脱
毛
、
光
線

過
敏
症
、
貧
血
、
白
血
球
減
少
、
心
臓
病
、
肺
臓
炎

肋
膜
炎
な
ど
を
き
た
し
た
り
、
け
い
れ
ん
、
憲
識
踪

宝
≒
精
神
異
常
な
ど
の
症
状
を
呈
し
、
和
神
病
と
誤

ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

抗
生
物
質
、
サ
ル
フ
ァ
剤
、
一
部
の
降
・
圧
剤
、
心
臓

病
薬
、
て
ん
か
ん
薬
、
そ
の
他
の
薬
物
を
連
用
す
る

と
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ヱ
に
類
す
る
症
状
を
呈
す
る
こ

と
も
稀
に
は
あ
る
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
。

　

前
記
の
症
状
の
他
に
血
侍
中
の
抗
核
抗
体
、
Ｌ
Ｅ

因
子
、
補
体
価
な
ど
が
診
断
の
よ
り
所
に
な
リ
ま
す

ぺ
こ
れ
ら
の
検
査
は
治
療
に
必
要
な
ス
テ
ロ
イ
ド

の
量
を
加
減
す
る
際
に
も
よ
い
目
安
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
釦
、
腎
病
変
確
認
の
た
め
腎
生
検
を
必
要
と
す
る

こ
と
か
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
膠
原
病
の
中
で
も
慢
性
関
節
リ
ウ
ｙ

チ
や
リ
ウ
マ
チ
熱
に
つ
い
で
多
く
、
し
か
も
近
年
増

加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
は
自
己
免
疫
疾
患
の
性

６
-



くなでこで　が硬。　　。　医で　予完除のまめらしルら格

りいもの　｀初あ化答　　　問　の　｀治後全く改たらずかスれが

か　゜く症寒発や症゛　　゛　指そ療が寛と善これ回し感て殼

え　る状冷症　｀と強　の強　導のの改解　｀がのて病親衛公も

し　こはに状膠内皮　よ皮　に量中善例他み病公にがのや明

て　　とェあと原臓症　う症　　よの心きさにら気かなェ関　｀ら

い　がりうし病まに　な－　る加はれえ例れほまるリ与そか

る　あテとてででは　病進　の減抗て認かたどせとテなのな

う　　りマき最問優良　気行　がは炎公めな膠　｀んいマど背病

ち　まト手も題名性　で性　安素スわらい原近゜うトが景気

に　すｊ指多匡れて　す全　全人テまれく病年　ほＩ疑にと

于　がデがいなる局　か身　で利口するらはめ　　どデわ遺し

指　　｀ス蒼のる全所　　゜性　す断イ　゜よいっざ　のスれ伝て

は　ずや白はの身に　　　硬　　ｏにド　　うでりま　　強なて的深

腫　　っ関匝レは性限　　　化　　　まと　に　｀ウし　いら公休く

れ　と節なイ後の局　　症　　か免　な－マい　関　｀加賀研

ぼ　頻リリノ者硬し　　　｀Ｊ　　　せ疫　力割チ治　保子まや究

っ　　度ウま　１で化だ　　　と　　　ず抑　　｀を熱療　　は供す　｀が

た　がマす現す症皮　　　は　　　専制　年越乙効　　｀もがウ進

く　　少チ　゜象　゜と膚　　　ど　　　門剤　　々すを果　　認必　｀イ　め

レ内相るりま腎有膨まも筋臓きさ疹素硬末かてや膚次でサし

ン臓互こウす臓な満たあ陣　｀るら　｀脱化端な　ゝ　ゝに第き　力わ

ト病にとマ　゜も所　｀食る害心とに毛失がから仲さこにてサや
グ変移もチ　侵見消遣　ｏ　べ包　｀問細か訟短　゜びらわ手なし　｀

ンが行　｀と　さを化　｀　心が破題血加きかまな匝ば指訟てす

で進す次よ　れ呈陣場　包侵やな管わたくたく進わ　｀やひじ

見むるにく　　てし害に　炎さ息の拡ね皮な　｀なむが腕にびが

る持病述似　蛋まを変　をれぎは張　｀膚る骨っとか　｀くわ目

とに像ぺた　白す起ｲﾋ　来るれ内をまにこのた拘き下いれだ

四辻をる関　　尿　゜しが　　しと　｀臓認だはと栄り縮　｀肢　゜をた

肢発示皮節　　さ　　｀進　　｀　｀呼陣めら異も養　｀が四　｀　作な

に熱す膚炎　ら　　レむ　胸心吸害るに常あ陣口訃肢顔　　っく

異をこ筋で　に　ンと　膜拡困でこなのや害がきの　｀　たな

常伴と炎始　は　　ト礁　炎大難　｀とっ色まがす　｀運上　　りり

のうもとま　　腎　　ゲ下　を　｀が肺もた素す加ぼ手動胸　　ゝ　ゝ

石こあ合や　　不　ノ障　訟心現線あむ沈　゜わん指が部　小指

灰とね併誤　全　検害　　こ雑わ維る　｀羞　幻でが困喰　　嘔呉

沈がまな診　　に　　査　｀　す音れ症　゜赤や　　｀十ま難ど　　なき

荊多才いさ　　至　で胸　こ　｀　｀が　い　｀　指分がにの　傷が

をい　゜しれ　ね　特部　と心心訟　皮色　の開っな皮　が力

た傾す　あ発小合筋－　－　室伺れも　ぺや対まロこＬ　鉦

がでが発る病児に炎答　問　内よをシレニ　｀抗せイのＥ直明

浮は　｀疹の者かはし｀Ｊ　゛　○り訪きイシ皮すんﾄﾞ病因液す

腫知そはでにら　｀と発　皮　暖大ぐるノラ膚るがや気子検る

状　｀の傾注は老¬い疹　膚　房事目のｌ　ミ硬だ　｀免にが査こ

に眉他や意悪年多いと　筋　にな的で現ノ化めし疫は陽でと

腫や０手が性ま発　｀筋　炎　ものでは象のににか抑　｀性はが

れ目部指肝腫で筋皮炎　は　注は血なは試もはし制ェに　｀あ

｀の位　ぺ要瘍に炎疹と　　ど　意保管い于用有使発剤リな血や

ラまに爪でに及にを両　の　が温拡が指も効わ熱のテる沈ま

イわもぎす合びと伴方　よ　肝で張との始なざや効マこ促す

ラかきわ　゜併ま呼わを　　う　　賛　｀剤推みまこる心果トと進　゜

ッにまに　　しすびず伴　な　で手が定でっとを炎がｊがの

夕みす出　てがま筋う　　病　す袋使さはてが得　｀めデあ他

色ま　゜る　　訟　｀す炎も　　気　　Ｑ　べわれな訃あな心ざスりに

がす　　と　　き中　゜がの　　で　　　暖れてく　りわい包まほま抗

特が　目　る年　主を　し　　いま訟　｀まま場炎しどす核

有　｀　だ　　こ以　徴¬　　ょ　　　下すり内すす合　｀く　｀　゜抗

とま　　ち　　と後　　な皮　　う　　　着が　｀臓　゜゜が専あス　　休

いぷ　ま　　がの　場膚　か　　　｀　｀こで　　　あにジテ　　｀

－７－



診よし　　ョ恢良治テすＴチ活す　ま節関に腕脱るの筋のでわ

断うか内ｙ復清療口の・ニ勣ここす･ﾘ節際を力よ萎炎形もれ

ににし臓でし中のイで了／期とのあウ痛し挙はう縮はは色て

はな　｀が日ての主ﾄﾞ｀ルフにも病りマや力げ肩なの痛様白訃

筋むこ侵常き酵体の診ドｊはあ気まチ関がる　｀侵みみ々のや

肉まのさ生ま素は量断ラス発るはせの節入力腕さでをで入ま

やし病れ活す活スののｌ　フ熱の肺んよ炎らがなれ　｀伴すのす

皮た気る勣か性テ加役ゼォ　｀で　｀゜うをな弱どか簡う　゜場　゜

膚　゜にと作らやロ減になキ血　｀胸　な起く　っにたジ場　合し

の　　も予の　｀血イ眼立どナ沈油膜　変すなた来をス合　でか

生　寛後目減沈ド役つのｊ促断　｀　形こっりてす卜と　　｀し

検　全が復量がで立と酵ゼ茲が心　やとか　｀肩るロ　｀　一子
を　寛悪を　｀｀安　｀ち共素。｀で臓　強もね下を場フ痛　般れ

必　解くはリ定充まに活Ｃ血きな　直あし肢そ合イま　　には

要　例なかハす分す冷性Ｐ清まど　をむまにびとｊず　は白

と　がりりビる量　゜療がＫ中世の　来ますくやがと脱　赤人

す　みままりとを　眼光゛のん内　すす　゜るかあ見力　くや

る　　らすすテ簡便　便ま　｀ク　゜臓　　こが　　とすり誤と　　｀日

こ　　れが　゜ｊ　力い　　う　り　Ｇン　　を　　と　｀　　歩とま　ら後　　皮本

と　乙　｀　　シも　｀　スまＯア　侵　は関　行かすれ期　疹人

ののさ障炎い発かが膠○膠彩症長状解病前Ｊ　と。　　－　が

症臓ら害や　｀疹とあ原才原でまいが剖気が肉も答　　　問　　多

状器眼　｀胸全と想り病代病すで植皮しとあ芽い｀Ｊ　　　９　い

がのは関膜身　｀像　｀の１の　゜｀過膚て思り腫う結　病結　　゜

出血麻節炎性しき新中五中　全をだ始っ　｀症゛節　気節

ま管憚痛　｀のびれ薬で○で　　くとけめて定　｀と性　で性

すがやや心場れての最才こ　植るにてい破壊ア勣　す勣

゜や痙筋炎合　｀い汎も代の　過も限病友も死レ脈　か脈

　ら９痛９に脱ま濫稀が病　もの局気だ異性ル周　　゜周

　れな　ゝ　ゝは力すとで中気　　さかしがきな直ギ囲　　　囲

　るど腹服発な　゜関す心だ　　まらて明たり管　Ｉ炎　　　炎

　かの痛･　｀熱ど　　係がでけ　　ざ数いらいま炎性－　　　と

　眼中や勃　｀の　　が　｀すは　　まケてか　゜すな血結　　　い

　よ組下悸呼多　　あ近　゜男　　な月生に　　がど管節　　　う

　っ神直　｀吸発　　る年　性　　らで命な　　｀い炎性　　　の

　て植　｀高困神　　の増　　に　　｀死とる　　似ろ　｀多　　　は

　い症肝血難植　で加　多　症に関も　たいウ発　　　ど

　ろ状障圧－炎　はの　　く　状至係の　よろ工動　　　う

　いな害　｀肺を　　な傾　　｀　　もるな　｀　　うなジ脈　　　い

　ろど　｀腎臓伴　い向　　二　　多刺い症　　な名ナ炎　　　う

ト溶　らま溶をが心発男臓番リこ。　　－　野　全のでる
リ連心的ず連伴　｀雑然子弁多ウの答　　　問　な診身です薬抗

ジ菌臓記の菌う肺音　｀も膜くマニ’Ｊ　　　゛　ど断性はが物生

ン感にのど感こ臓゛開化症侵チつり　　しり　　のののな　｀は物

価染来症が染と炎輪節子のき然はウ　病ウ　生き場い胴中質

。のな状痛がもや状炎も大れは別マ　気マ　検め合か野上　｀

Ａ旺いをみ先あ中紅な同卸る大のチ　でチ　所てにとスしサ

Ｓ拠良現　｀行り枢斑い様分の人柄と　　し然　見はは疑テ　｀ル

Ｏと性わつしま神　｀し圃ははも気い　　よと　が臨入わロスフ

゛し形．しい発す植皮明かリ学かでう　　う慢　重床院れイテア

やてはまで柄　゜症下節かウ童かす名　か性　要症治てドロ剤
｀血大す数す　状結痛や－でか　゜が　　゜関　　で状療いのイモ

Ａ清人　゜日る　　。節　｀まチ　｀ま　　つ　　　節　　すのがる連ドの

Ｓ中に　かこ　特な心す熱子す　い　　　リ　　゜他必く用を仙

Ｋの多　　ら　と　　にど炎　゜の供が　　て　　　ウ　　　に要らも使原
値抗い　数が　小が。　結の　｀　い　　　マ　　　皮でい原う因

なス　゜　週多　舞主心　果後し　ま　　　チ　　　膚すで因のと

どト　　　問い　踏徴拡　で天か　す　　　と　　　｀　○　へとがな

のレ　　　後の　病で大　す性し　が　　　は　　筋　特な定り

上プ　　　かで　゛す　｀　　゜心一　　｀　　　同　　　｀　にる石う

８



リ心体まれ－き肘于来く節心二　しま再病こ直関合いの絶昇

ｙ身温すた部が　｀指だね炎臓○慢たで発がのや節い時抗対を

なのは　゜やの悪股やしかはへ才性際　｀予重．病変炎まは性安み

ど安微　　｀患くな足まえ頑く代関に続防く気形がすス物静ま

の静聴　皮者などのすし固る？節はけをなはを訟　゜テ質下す
消　｀程　　下さかの指　゜なでこ四り重る五る再来き　　口授に　゜

炎パ度　結んま関が　が　｀と○ウ賛ｏ年の発すて　イ占ス

剤ラが　節はす節曲　らよは才マでが以てがこも　　ドをテ

｀ン多　　｀肺　゜がっ　　漸くめ代チす安上　｀稀と慢　　で行ロ

温スい　　し　｀　腫だ　次なっのは　゜全　｀ぺでな性　ないイ

熱のが　び胸　れり　　進った女稀　　｀でニなく関　　くまド

療と稀　れ膜　痛　｀　行たに性に　特きシくな節　アすと

法れに　　ゝ　ゝ　む手　　しりなに子　　にれリ　｀訟リ　　スがぺ

にたは　脱心　の首　　｀悪い最供　心はｙ再りウ　　ピ　｀ニ

よ栄高　力包　み　｀　強くかもに　臓成子発まマ　　リ心シ

る養聴　な　｀　で足　直なわ多も　弁人のすすチ　ノ炎り

鎮　｀も　　ど目　　な首　やっりい来　膜に他る　゜の　でを／

痛アき　　をを　　く　｀　変たに　゜ま　症達にと　様　　も起そ

とスま　　伴侵　　｀膝　形り　｀　す　　をすよ心　　な　　間さの

汲ピす　いさ　　勣　｀　をを関　が　残るる臓　強　にな他

ド間学かす白　　　　　　　　　　　る相どイだ金基医保のる収

ト選入学　゜然私　　　　　　　　　　の談のドや剤礎の護でと促

ン手学校小には　　　　　私　　　がの外の　｀や療指や　｀筋進

ｌととを学忠昭　　　　　　　　　　安上科全内免法導壹安萎が
ﾆ．し同病校ま和　　　　　の　　　心で的身臓疫のが形静縮基

ンて時気三れ九　　　私　体　　　でど療投病抑み必防とや礎

ダ競にて牛役牛　　　と　　　　　　すの法与変制で賛止の拘療

の技バ休のな・　東　　，騒t　　　　°治ををを剤はでのパ縮法

連生レん時が九　京　Ｓ　記　　　　療もも伴　つ肖すスラｔで

統括ｊだ凰ら州　’　Ｌ　　口　　　　　法含行うぺ炎　゜プｙ関す

でを部記疹逞福　主　　　　　　　　　をめいよニ効　リス節が

し送に憶でし岡　婦　Ｅ　　　　　　　選　｀まうシ果　ソか○　｀

たり籍は三くの　　　　　　　　　　　ぶいすなラが　　卜難遥遥

ｏ　べをあ日資産　河　　　　　　　　　のすが重ミ得　処し勣庶

試か訃ね間゜れ　村　　　　　　　　　がれ　｀症／ら　　方くがの

合なきま欠たで　　　　　　　　　　　よも滑に等れ　な　｀妨遥

は幻以せ席と　｀　真　　　　　　　　い専膜はをぬ　どまげ勣

雨の後んし思豊　澄　　　　　　　　か門切タ応時　はからを

天八十　゜たいか　i1　　　　　　　　　決医除テ用に　専関れ忘

のｊ年中段まな　　　　　　　　　　　めとな口しは　門節るれ

で噪指次は切　開しくき専以一邪看熱　看た児十わ　い外目

｀返かに必っそ業たなま門前週の護を三獲　゜と三す結合線以

四しらはずての医　゜り　じか間症で出十で一脳年程婚わに外

十九于デ三い後でこ　｀允○ら続柄達し九し日血結身はせ晒は
一末首八十た父あのこ　゜大かきでに　｀午たで栓婚体見るら屋

年　｀ま　Ｊ七ののる時の同量ゝ　｀三私五に　゜もの　｀に合次し外

正四でト度で心森点七ものり指十も日子　長祖以は結第てで

月十のに五し臓谷以年なビつ　｀八ダ間供　い母後自婚でい行

通年関買分よ発先後聞く夕け千度ウと二　生　｀発信ですたわ

ぎ暮節物位う洋生ホに母ミの首のｙ云入　介母病をす　゜これ

か凰痛にの　｀なに１三がｙ近な発しうが　をのま持が　とま

ら邪　｀行微人ど切ムつ三割所ど熱ても稲　　と看でっ健　にし

はをこく熱込も替ドの度のののとしの次　願護のて康　なた

三ひんととみあえク訟目投開軽　｀ま不い　　って七訃診　るの

十いな翌指囮っま夕葬の与業いのい眠で　て明ケり断　とで

九だ状日先出てし｜式発で医関どま不扁　全け年ま書　今　｀

度の態はのる私たをを洋一。節のし休桃　力暮二しを　に全

｀がを微関とは　゜内出の応限痛痛たに腺　投れ児だと　　し身

四引散熱節翌疲　科し末落科でみ　゜近で　球まの　゜り　　てを

十全回と痛日れ　のま亡羞が　｀が風い高　のし育三か　思紫
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　ま熱　思先す生医　唾月でしレかリ院っ沖山おだて痛度

しずのそい生るが学当す後退まドらテして申たずのし　｀の

か順時のまのこ神話時　゜よ院すニ治マ　｀　｀内とけでま背高

し調プ後す指と様には　りととンるトこ結利こて主い中嶋

根にレ多　゜示との発割　隔な云とのｊの局。ろ九治ま　｀が

が経ド少　　をしよ表合　巡むう云にデ間四現　｀州医し胸出

訃過ニの　よ　｀うす珍　通ま事う三スのト在福大にたなて

転しｙ波　　く一Ｋるし　　院しで特年　｀検一の岡学　｀　゜ど食

婆て増が　守泊思とい　とた一効は三去年第行で福幸の欲

で来量あ　る旅えのＳ　な　゜目薬か年の二三は和国に激減

あたなっ　忠行で訟Ｌ　　り以六がゝ前納月内無宿へ十痛退

っとどて　名も例話Ｅ　今後錠あるか果末科理検帰日に　｀

だ思が風　　の許事も寛　　目毎かるとら　｀がだ査っ間苦椙

もいあ邪　一可もあ解　ま巡らか云悪病らをかをて位し先

のまりや　人を先りの　で通始らうく気五紹ら受実でむ　｀

ですま抜　　で柳生　｀症　　続院まそ診なは月介とけ家落こ予

す　゜し歯　　あたに私例　いかかれ断つ全申し　｀たに着と佇

か　た後　　っ上御にと　　てら　｀をでて身頃て東い子き匝の

ら　がの　たで相はし　おヽ二三使　｀い性迄|こ大と供まな関
｀　　｀発　　とと談先て　　りケ錠用ブるェ人さの串をしっ節

て卜りけまならっカワて脂年．現と－　る以ず釦暮とまも四

おヽ｀ま　｀すのずて避セも訪中象し朝現積後年雑か云るや十

わ入す動　゜で　｀　｀けリ間分温がまと在りは賀煮らわとっ八

ま参の物こ　｀庖上て／にを水今し昼月で私状はのれ参て年．

すなで性のブ液－かを合とを目たに二すなは窟風だ加見に

゜ど　｀脂だレ検六り塗わら使まが服回　゜り　に詰邪のした友

　でレ肪めド査○まっなれ用で　｀用の　に人にががたい達

　ビノてと発ニで　｀すていてし継宛９通　　出に早も次い　｀が

　夕　１塩病ンも下　゜釦のかて続病が院　　来代替と第　｀バボ

　ミ以分以のコ一昨りでこきお、し当続と　　る筆りでに主レ］

　ｙ外を来副レ○午ま　｀かねて初いブ　　だしし五工治ｊ　リ

　Λの控防作ス○三す指１まいかてレ　　けて　｀十ス医ボン

　をほえめ川テ　｀月　゜のにすてら訟ド　　か頁筆架，力の　ｊ　グ

　補う　｀てか口下が叉手な　゜｀于り　ニ　　とう　を正レ許ﾉﾚを

　うれま食と　｜がら目入りそ夏指まン　なイj持月　丿可が始

　よんた物考ル今血光は　｀の冬のす一　　し様つはトは身め

　う草貧削えはで圧照冠句だ問レ　゜曰　　くに巾冠す少近る

　心　｀面限て医もが射るをめわイ　中二こ　　しなも圧るしかと

　掛トがをか常ド上を前つ指ずノし錠　てり出月仕だでF」

　けマあ受り昨がが極にけは一１訟　　　い　｀来　｀禿げ姶分

　ぱに　っ　　　　　　　　　　－雲脂。。源友るの　全ッ
私ぃぃ皆て|狗　　　　　　　　会委談本性の達と病私にク訟

のでろ様頂略　　　　　　会　　計員会和酒一に思気の治リま

ことぃごき　　　　　　　　昌　　担　｀用は　｀こ）囲いの今り腰け

とざろ白有ご　　　　　¬　’こ　　当栗原五泉とまま一日まにに
をぃシ身が多　　　　長　だ　－京極十京ｨfぉす番ぁしな昨

少ま骨のと忙　　　　期　よ　　で支で二都難て　゜のるたむ年

しす折ごぅ中　t゛‘　　　療　　　　す部す年文くぃ父理の　゜ま十

述゜か病存７　卵　　　J｀　か　　゜運　゜六京思る常解は　　し月

べ　頂気じ々　岡　　　善　　　　｜雲河月区っこに者　｀　た末

さ　　ぃにまに　県　設の　　　　　委村十本てと励で森　　がか

せ　　てもし了　　　置為　　　編員さ八端ふヽもまぁ谷　　｀ら

て　感めた／　佐　－‾の　　　集　｀ん日込り　｀しる先　針十
頂　　謝げ　゜ヶ　藤　を　　　　　部東は東三ま私気家生　六－
き　のず　　］こ　望笏　　　－難現京・すの遺族の　回月

ま　　気会　　ト　吾　む設　　　　　連在支十　゜生っの診　　｀に

す　持員　川　久　乙　　　　　　運　ヽ部，　　きて訟断　温か

゜　での　紙　代　　　　　　　　宮本総十　るく蔭と　灸け

　　いた　を　　　　　　　　　　委部会四　力れで　｀　てて

　　っめ　送　　　　　　　　　　員運の゛　のるぁ私　完ギ
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　に入難参　無家　まかの　病行治多そたそ東　繰ウし発四

私感所病ｊさ理族然し　｀記¬十も療少ののの大四りマみ疹十

たじで患まむともしたよ事膠二ながの時で時神十返チ　ゝ　ゝ年

ちてき者せとあ無　｀事いを原年く適起近すの経三しに主腎四

が公るがんてきい矢を先拝30を　｀切伏い　゜病内牛だと治臓月

安る施専゜こら値張大生読号経時では関　名科七も云医障に

心沈設門　のめ　｀や変方じて々ああ連　はに月のわよ害突

し第が的　病て我体幸に　｀の参皮っシあ　¬入にでれりな如

てでなな　院公家力運よ私塩わ下たまる　結院突すま　｀どの

長ごい治　にｊにはにるは川まによし納　節す如　゜し急あ高

期ざも療　いま帰徐思適比先し硬うた院　性る　｀　て性ね熱

療いのを　つすっ々っ切教生だ結でもを　勣こ両　入にまで

養まか受　迄　゜てにてな的の　゜をしの紹　脈と下　　退来し発

にすとけ　と　の衰公治初ョ　見ての介　周ど肢　院たて病

専　゜私つ　云　一えか療期黄　な　ゝ　ゝさ　　囲な麻　生¬　｀い

念　はＸ　　う　人てまを脚色　がさスれ　炎り陣　活慢関た

で　今　｀　わ　の只す受納い　らしテて　こまと　を性節し

き　　｀長　け　　生今　゜け名松　　もた口　｀　をしな　　幾関痛ま

る　痛期　に　活で　　らがん　　｀るイ時　疑てｊ　変節にし

施　切に　も　はは　れ刊ご　発進ド々　わ　｀　｀　かリ苦た

とそ内力　すこし　まむ何か　　　　　　　　　　　。　江も設

てこ科し私　゜れくかす私か　｀こ　　　　　　　　　　住何考多こ
もににての　　も生か　゜に訟事ん　　　¬　会　　　　所卒えぃそ

良通¬娃住　主活げ　は手務に　　　病　員　　〒　｀Ｊ　｀てと　｀

ぃ院了没む　治しさ　　｀伝局ち　　　気　眉、　410-25皆み忌こ

病しレし栃　医てま　何ぃのは　　　な　だ　　　　静様てぃれ

院でた木　の゛で　もを皆Ｅ　　　　　よ　　中岡訟はまか

でぃギー1県　先ま私　でし様Ｅ　　　ん　　　　　伊県身とすら

すま１　白に　生すは　きたご　゜　栃　か　り　　χi m 休息。一

゜す謬治は　の　゜と　ずぃく　　木　忘　　　　　温方をいで入

　゜原医全　　訟　　て　　中とろ皆　県　れ　　　　　泉郡大ぺ　｀で

　　病科国　か　も　　し忌う様　　　　　　　　　病中切ｙぜ生

　　科大の　げ　順　訳ぃさぃ　宍　た　　　　　院伊江をひ活

　　乙学地　と　調　けなまか　９　い　　　　　　豆し取皆さ

　　がこ方　感　　で　　ながでが　田　μ　　　　五町てりされ
　　ふヵi i4　遥　｀≒　‘ドこ-Fぷ　市　に　　　　　○ ’J ネ４ｽﾞﾊﾟ乙

　　りあ治　　し　毎　　忌地　゜過　゛｀　　　　　　　　曇　　１　しと患

　　｀り体　て　　日　　っ方　　し　子　　　　　　　万　いたご者

　　私まが　ぃ　が　てに　で　　　　　　　　　　　　゜゜一さ

　　は大協　ま　楽　ぃ住　す　　　　　　　　　　　　　　諸ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆だ病まの入のし

　－　に木そほ病であ大うみ大　　　さい気す訟院すか

　住　　/ﾉ当れっ気もあきするき　　　t aな　゜そしみし

　所　　　のまそがこなない　なョ　がこん　ろてにス
　゛　　私でり治れん訟髪　鏑木　んれか　　し重あテ

〒321べ)５　　ののし９はとなの　　の当　ばが忘　　さ休やロ

　栃　　　姿したてみいか毛　前の　　り私れ　をで　｀イ

　木　　　はん体　｀なうに　｀　に姿　まのた　知あ元ド

　県　　　モぽ匝薬薬慶太真　立に　し本い　　らる気を

　那　　　モうなののない丸　　っ　　　ょ当　｀　　さ等で飲

　須　　　ェ　｀る量たん足い　て　　　うの¬　れと通ん

　郡　　　ちしのがめで　モ　顔　　｀　　　゜思友　　｀開院で

　南　　　やん　減なしモ　　　全　　　　いの　　とく　しい

　那　　　んぼ　　つのよＥ　　　身　　　　な会　てとてる

　須　　　みう　　て　　う　゜　　を　　　　のに　　も　｀い不

　町　　　た　　　き　　　　　　う　　　　でな　悲やだ安

　田　　　い　　　た　　　　　　つ　　　　すん　　しは友は

二野　　　な　　　ら　　　　　　　し　　　　　゜て　　く　加入常

八倉　　　の　　　　　　　　　　　　て　　　　　　ぬ　　な病がに
二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　や気再頭
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外　　　　　に）だ二久市るの談そ催②三　（贈

活毎冴八　　　　゜先先医巻方会のさ血月埼　　　　　　埼

勣年梅月ご今　　生生師議がにうれ液に玉難　　　　　ｇ

は夏市五あ年　　　を　｀合院一。ちま病　｀県病　　　　　玉

｀にの口んの　　　囲雇員議番三のしの①障特　　　　　支

八開御？な慢　　ん用佐員多月¬だ相障害別

月催岳七ぃ住　　　ｔ促藤のく五障　゜談吉　つ目　　　　　部

五し山口μ疾　　　｀進秦八巻日吉　　｀者難談　　　＿　　だ

・-（荘－　患　　　多事三代加埼者　④　｀病会　　吉　　こ

六ぃで二　児　　　く業先英さ玉　｀　子難団を　　部　　よ

・る開泊　の　　　の団生太れ会難　供病体終　　員　　か

七慢き三　集　　　悩ヶ　｀先で館病　の者協え

口住ま日　　団　　　み１保生　｀に患　ぜの議で　　森

の疾ず　野　　　をス健　｀特て者　ん結合ﾉﾉ　　ｍ

二患　゜　　外　　話ヮ同県別゛の　息婚の

泊児　　　　話　　　しｊ入会相に結　相生主　　　　か

三の　　　　勣　　　合力社話談は婚　談話ｨ崔　　　よ

日掛　　　　開　　　ぃ西菊員員膠生　　｀稲に　　　　子

で団　　　　催　　　ま封池川で原酒　が談よ

｀野　　　　の　　　し晋一口あ病相　　開　｀り

に結他県　Ｏ　　　　　　　　　杉希　ぃこ　足昨催足好　と昨

な果十難こ　　　　　　　　　　山望膠ての訟非年しへ評毎今年
夕つ一治の難　　　　才申　　　さの高下計父楽参をなで年年と

まぃ団性だ治　　　　七　　　ん方病さ画さし加窄かす　｀新回

しに体疾び性　　　　力｀　　　母はのぃにんみし舗なが参しし

た．＼吏難疾　　　　川　　　子森恵　・と　ヽにたしか　、加く束

゜難約団病患　　　　　目　　　　と田者　の訟し人だ参今し予京

　病千体マ相　　　　県　　　友ま　ヽ　行社にcもぃ加年だ約都

　一七連悩談　　支　支　　　のでご　事さ待　｀とても人し冴

　一百絡む室　部　立　　　会ご家　へんっま思き病かた梅

　○人協人開　　長　邸　　　役連族　のはてだぃな気ら¬巾

　番の議だ設　　　　だ　　　員絡の　参　｀ぃ参まぃのは能御

　２会会ち心　　Ａ、　よ　　　　が下手　　加ぜて加す子だ７保広

　を員。のつ　　侶　　　　　　　参さな　　をひく　し　゜供め楽利の

　同数榎たぃ　　田　　や　　　　加ぃ１　組今だて　　たにしこご

　設゛本めて　　　　　　　　　　し　゜ん　　万年１ぃ　　ち旅かでひ

　すが昌に./ﾉ　　慶　　　　　　　ま　　ご　　このぃな　　に行っ開九

　る運久神　　　子　　　　　　す　　参　ん剖　゜ぃ　　楽やたきけ
　こ勣会奈　　　　　　　　　　゜　加　で雨　人　し　白一ま［」-!

　との長川　　　　　　　　　　　　ご　訟に　　も　ぃ遠とす旦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

が合　　　　　　　　　　　　　　に保　⊂）　柳横　　ん匠　　椙やす七

｀はこ　（4）　闘　　　（2いい床段段　　　一派電の統綺談　｀る月

本現の支　は　③②①　　の法府健　○小話相い玉章排日一

人行案払ボ高一　　　　床本内。・康　二神番談て県のえで目

はよでう１額邦入仙薬の人容以厚保　け奈吋に神難重がしの

すわい　゜ナ療負院診剤－・か下士険　富川　応奈病要電だ初

べもく　　ス善担給村費邦家ら　μ省法　　区○じ川一性話が日

で軽と　　か費金食との負族な健か改　　　沢四て県一をを　｀は

負減　｀　　らとが費し半抑とっ保今正　　　渡五．行一〇認通ｙ払

指さ患　　もし一一て額金もて/y　度案　　　三，き一番識しくた

増れ者　月て月日干　が圖いとのに　　　の三ま○　｀１てもち

とるの　収あ二千円　あ一１す国関　　　一一す番販社持十膠

なケ負　　とと万円　　　る水する会す　　　二回　゜が京らち四原

っ　］担　　同で円　　　　　゜準　゜｀Ｊにる　　　　｀１　　こ難れ込杵病

てスは　　率払を　　　　　　の　　の提こ　　　夕六　　れ病たまの友

｀も　｀　のい超　　　　　給　改案と　　　リ七　か一思れ切の

全あ家　保戻え　　　　　　付　　正し//　　　工七　　ら－い　｀実会

体り族　　険する　　　　　　で　　案だ　　　　　イー　　み○で改なの

とまの　　剔　゜と　　　　　　　　　は健　　　　　ト　　　な番すめ悩担

しす場　　を　　き　　　　　　　　主康　　　　小　　　さ　｀　゜てみ当
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　　人と委生案　議　を度　ん決科のまで?三がて超　いて

¬　が　｀員大の私さことの又　゜しで科すで万少いえこまは

純　出欠会臣成連れのか見　｀　て二に　゜し九なるたこす恵

康　すののや立はる国ま直純　　｀万同私た千くのもで　゜者

保　こよ議　｀を恵こ会く　し保　現円時速が円てでの　｀　負

険　　とう員改望者とは状作制　行まにの　｀のい〃か高　拍

の　になに正みにに十況業度　蹟でかよ今とい今ら額　が

改　　な内　｀案１大な六はもの　　較はかう度き/y　匪　｀療　　大

匠　む容私をせきり日厳進改　べ払るなははとの二養　き

に　まか連審んくまにしめ正　てうこ難一一ら改万費　く

反　しらの議　゜しし閉くら匝　　//とと病つ人ぶ医円か　増

刈　たな反す神わた会なれ合　いいがののがの案を現　え
し　　゜る対る奈寄　゜｀ってわ　いう多恵科

|

一はの超行　る

ま　　　ハの田川せ　改て釦せ　//　こく者で月大方えの　　し

す　　　が声会県す　正いむ　｀　訳と　｀はにに問がた三　　く

゜　　キをの即る　　案ま　｀公　　はなそ　｀か一迫患も万　　み

に　　　を届社運健　はす私費　あるれいわつい者の九　に

　　　－け会で保　継　゜連負　　りのぞく　つの　　のに干　　な

　　　人よ労は改　　続　　恵拙　　までれつて病

|

|負な円　　っ

　　　－う働摩正　審　者制　せ　｀のもい院　　拙っを　　て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③　　　　　　②　　　　①

五　　　　　　　　　　　厚　薬を薬実薬　　　も軟性　　　る増

十　　　　　　　東　　小生　害患丿罫は好保　　っみ疾医　　ょえ薬

三　　　　　　　_＿　　　犬　　と者行患き険　　との忠療　　ぅ　｀剤

年　　　　　　示　　武臣　副に牧者乱財　拡綱のか　な訟費
六　　．　　第　　　　　　　作保をこ用牧　充　・患ら　¬金の

月　奥　　三支　　辰　　用障根そにの　し公者一　改ヵi自

十　京　　四部　　　　　　をし本薬あ赤　ズ費に生　正な己

八　支　相膠　｀｀　　男　　　根て的づる字　下負は離　ふけ負

目　　昂　３ｙだ　　　　　　絶下にけょｏ　さ担公れ　にれ担

－　長　訳原　よ　　殿　　　しき改医ぅ原　ぃ医砦る　反ば等

ロ　－　会病　　　　　　　　てぃ革療に因　　゜療負こ　対医患

゛　１　を医　り　　　　　　下　゜しの言が　　　は担と　　し者者

港　田　終療　　　　　　　　さ　　｀被わあ　　　打医が　まにの

区　　I.I　べ　’｀　　　　　　　ぃ　薬害れた　　切療で　すか負
芝　保　え　　　　　　　　　　　・　の者てか　　　らはき　　゜か担

｀　蔵　て　　　　　　　　　　　適でまも　　　ず唯な　　　れが

東　　　　　　　　　　　　　　　　　医すす患　　　｀－ぃ　　　な大

京　　　　　　　　　　　　　　　　投　゜が者　　　今つ難　　　く幅

都　　　　　　　　　　　　　　　　与　　｀の　　　後の治　　　なに

たた当尹の堂は療や一　受診診付　し暑ま一束ラＮ　行の障

だこで均五大束社終時当付察とけ梢だきし般甦ヅＨこな会害

しと　りし先か大会ｒよ日の　｀相　｀誠　゜のだ都連オＫのわ巫者

｀とォとズ生ら横事しりは順量誠次会　せ　゜民事全第相れ京福

ヶ考ぢ問ｔ上張業ま姶十序後　ヽには　ぃ六を務J..;一談ま支社

ｊ　ぇｃ診　｀原　｀協しま時限に次問先　　か月対局のと会し部会

スま湊四三　｀慶会たり半進友に診ず　受十象で放火はた協館

ワす七十十歌大の　゜｀受めの診室友　診八と電退京今　゜力で

Ｉ　°り分四川慨七ケ屁付ら会察での　者目し話で十年　江東

カ　　本　｀名　｀知名ｌ休問れ役室ケ会　　ははた申ｆ二で　　よ京

｜　　当診の都ののスー診ま員で１役　三数四込告チ三　る都

の　に察受立両方ワ時開しと相ス員　十日十をさ　ャ回　膠委

方　た三診墨友　｀ｌ間姶た相当ワが　四来四受れｙ目　原託

｀　　っ十者東の診ヵを　｀　゜誠のｌ受　名に名け　｀ネで　病巣

先　ぷ分に病会察］挾医　　｀先ヵ診　に続の　｀六ル六　医甦

生　りのは院顧担はん療　友生｜希　とく予原j］の月　療連

方　相時一か問当火で相　の方に望　ど真約則九テ八　相主

は　誠間入らとの京十誠　会によ者　１夏がと目レ日　談催

こ　でが当吉順先都五は　入よるを　り日あしかビか　会　｀

の　　き割り野天生医時十　会る問受　まのりてら　｀ら　が友
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六ＩＯに婦　しだ心続いて中稲こ明もて従婚しと病　のさ問

｀症代わ一受てと配けこよ二談れるあ釦病のてしし相ｙぞみ

ｓ七六だ五診いわにてとか十票はいりら生希適だ　｀談るおヽっ

Ｌ－｀り゛相るかなほをっ名に受表まれ活望切気こを思疲も

Ｅ意そま　｀談と　っっし知だ書診情しるをもな持の終いれむ

五外のす年者思九ていむ　　にき者でた先し持治の相っでだ/べ

｀に仙が令はいな来　｀心五〇との満が輩なて療か談たすっ　ｊ

慢多一　｀は男まど会新強　｀安め感足　｀もがるをく会一　゜だド

性か○四五性ずし聞く㈱心て想気受多らこ続せで人　　こス

関っと○才－゜とたのなそし下をに診い友とけぬもの　　とケ

節だな代か○　あ特膠っのたさケ見をこの　｀れ有Ｓ若　とシ

リ感り一ら　｀　つに原だ他　っｊ受終と会主ば様ljい　　ゝュ

ウじ　｀○七女　た心病　｀　七たスけっな役婦健のＥ女　たｊ

マで病　｀三性　　こ配解今八　｀記ワらだと員と康方と性　だﾉﾚ

ﾁす名五才二　とい説後。図録ｉれ方ととし人とのの　たを

五｀Ｊで○の四　とら記も同相。カま々激してと訟診方　だ担

　ゝ　ゝは代広。　よな事相病談三１　しは励で十変話断で　有当

強膠レ七いう　　くさを談者会十のた大し活散ら合に殼　難さ

皮原ィ　｀範ち　符そ読会のに四方　゜部だ勣年ずい暗近　くれ

症病ノ三囲主　合うみを多来名が　分方し来結を政見　頭　｀

わ身いにて発が　(9) (8) (7) (6) (r,)(4) (3)関田よ挙　に年又三

れがる権あ達往こ　　　　　　　　　　　　りげ受欧米　｀な

｀日こ威りし年のそ医生身療治症刄肖疾ら診色満発ど

深常とあ　｀だよ数の療活障養療状門名にれ相々七病と

く持がる患とり字他費問福生法　｀医を多だ放と　｀後な

考っよ専者云遥を　年題祉活の病をはいのの考そ五っ

えてく門がわに見一金ににに指気紹っのも目えの年て

さいわ医病れ進て。につつつ導に介きであ的さ他米釦

せるかの気るみ世病ついいい　つしりすっでせ五満や

ら感り診に今　｀間気いててて　いてさがてはらで一ま

れ情　｀察対日そのとてののの　てほせ　｀そ　｀れし五す

たもことすでの膠就の相相相　説した　の一また　ゝ　○

次同れ肋るも研原版相談放談　明いい　舎人すが一

第様は言不　｀究病に放　　　　　　　　　　　計の　゜　｀年

でで友を安膠治につ　　　　　　　　　　　は方　こ彩

すあの得を原療対い　　　　　　　　　　　人で　れ満

゜ろ会だ抱病がすて　　　　一一一一一　員数　等七

　う々がきは格る｀Ｊ一三一二五〇五四　の項　の　｀

　と員っ　｀難段理　　　　　　　　　　　　　合目　数一

　思自て常病匡解　　　　　　　　　　　　計を　字Ｏ

　　　　　　　べ　　　　『　　　　　　　　こ五　目　目日時　新橋？　　　。検眼会朝障　十

力　力　　　｀一年本十一社一計原よ口害一三　　　ヽ

を貴会全膠寺月懇先六月西月　・病りホ者月年　　　運

に粕員国原由二流生時十来九　と寄丿福五一　　　営

新パ･に恵三　｀十会が　｀二先日　　医禎ム祉日月
版７挨者十森口。挨寺日生原　療すド会。　　　　委

出ご拶家五田。会拶山－に稿　福る夕館木　　　　　員

来ッ状族号　｀金費Ｋ　｀本機三　祉（l）タ　｀゛　　　　ふ
｀ト。集原資゛各訟森゛出通　　｀膠ｌ寺十　　　　芒

顧¬ハ会稲田事自見田本・を　（3）原五山一　　　　記

聞膠が国に　｀務分ぇ　｀郷森朝　休病十　犬侍

の原キ会っ富局拙下音大田口　験友三森１　　　　縁

先病　｀請き田　｀゛さ田岡　｀ホ　　記の年田十

生にが願打　゜十　　っ　｀飯富「　　の会三　｀七

方理り居合　－　た同店田ム　原の月食時

に解版名せ　時　　゜村　｀゛ド　禎こ号田　｀

挨ど募　　　？　　　　｀十　　タ　　内とに　｀束

拶御作金　　　十　　　富三　　タ　　容　｀友富京

状協成協　　　七　　　田時　　１　　の（2）の田都
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　　　　　　　飛　　　　　　　　　　　　　　　７五　　　　　喝

　　　回目局　　口　　　　　　　　０橋分　十　印居七

策る後　　　に二に　　る会支日月会き　　本室二三　剛直時一を

課こ　｀河居て月支五　゜の部は中資①二先　｀月年　　に三　｀月送

長と参村原　｀十部十　組会運に料団月生寺九二　付十寺三る

にな議運三寺三長三　職員宣作中体四仰山日月　　す五山十手

面り院宣十山口会年　表に委成ョ支日参　｀。　　　゜号　｀一配

会　｀議委五　｀。を鹿　を働員す居待全加森木　　　　内森日　゜

中間員負号森月間予　実き金る直募国　゜田゛　　　　容田。

込日石の位田゛く算　行か員　｀病全集　　｀十　　　　段　｀大

谷午本鮪正　｀十こ概　委け出⑤患匡会　倉三　　　　終倉゛

゜前し人終貪一と算　負て席四者努幹　田時　　　　打田事

　中げを了田時　゜打　会勣の月の力事　　｀１　　　　合　｀務

　｀る通　｀　｀？　　合　事負ほ二訴す会　松十　　　　せ富局

　摩氏じ印富十　せ　務すか日ぇる出　本七　　　　｀田　｀

　生に明刷田七　　｀　局る東金に　｀席　　｀時　　　　編　゜十

　局面十に　ｏ時　聡　に　｀京国原⑤報　富　｀　　　　集　－

　難会四付　　｀　会　提④　｀集稿金告　田順　　　　を　時

　病で日す　事　の　出友埼会は国匡　　゜天　　　　終　　？

　対き午　　務　代　すの玉当二集基　　堂　　　　ぇ　十

　　　　べ五　　　　　二そ　　　　　　　　　　て五　　　　　　飛

全橋田七　十　粂全時　　㈱　ＯＯ僑桔分　十　〇日代務

国本出時四三　京国　｀三終　　し　　　本　｀富三三　　　　友局二

患先度　｀月年　　｀集寺月了五　｀五三先富　｀月年　¬恩人　｀月

者生゜寺十四　埼会山十後十五十月生田寺九三　恩原五寺二

巣ご　山三月　玉に　｀三　｀三十二八郷゜山日月　　原三名山十

会出　　｀口　　　の友森口検年三年日参　　｀。　　病十応　｀二

の席　阿。　　会の田。討度年中全加　森本　　恵五援森口

反さ　村木　　　員会　｀月すの塵の国　゜　田゛　　者号　゜田。

省れ　　｀゛　　にと食゛る運収会集　　　｀十　　　の発　　｀水

会る　松順　　　案し田事゜営入費会　　　食三　　　訴送　食｀Ｊ

を　゜　本天　　　内て　｀務　に予未幹　　　田時　　　え手　田十

含　　　｀堂　　　状参若局　っ算細事　　　｀１　　　乙配　　｀一

め　　食分　　作加林｀　いは者会　　桧十　　原　　　富時

て　　　田富　　　成二　｀十　て訂一出　　　本七　　　稿　　　田１

署　　　｀十　　　発十富一　は正二席　　　｀時　　　承　　　の十

名　　　若一　　　送名田時　全を六報　　　河　｀　　　認　　　ほ六

募　　　林時　　　゜の出？　　国要名告　　　打順　　　　　　か時

金　　　｀？　　　　割席十　　集す匡　　　　　｀天　　　　　　　寺　｀

の　　　森十　　　　当　゜七　　会る達　　　　若堂　　　　　　　山事

　　　　　　　　　飛　　　　　　　こ五　　　　　　　『

　囚目口円価席堂　　圖　　り寺　十　　　　口白倉　せ五木

も　　　　　本゜分五類　項号　山元三　望会　　　田四と十部

来会会五五先　室月し友目と膠　｀月年　すは豪膠　｀月今二策

納員計十十生　　｀十やのなし原森十五　る解国原宿二后年計

の会科三二御　寺一す会ど　｀三田日月　　こ歌集三田十の度を

時費目年年参　山口いのを統十　｀。　　　とす会十　゜八方決行

は切改度度加　　｀－も合入一六合水　　　゜る総六　　日針算う

自れ正予収　゜　森本の計れ要号ﾛ］゛　　　　こ括号　－に書　゜

然を案算支　　　田゛に科る求は　｀十　　　　とに内　　金つの

退通承案決　　　｀十改目こ　｀豪富一　　　　なつ容　゛い／

会知認に算　　　倉三めをと了田田時　　　　くきに　事て切

と後　つ案　　　田時るわ　゜ピ患　ｏ？　　　　伺打つ　務話り

し－　　きに　　　｀？こか　　ｊ者　十　　　　か合き　　局し会

て年　打つ　　　河十とり　　ル家　八　　　　のせ打　　｀合計

処を　　合き　　　村七　゜や　　｀族　　時　　　　形　｀合　　寺う事

理経　せ打　　　｀時　す　国策　　｀　　　　で実せ　山　゜務

す過　　゜合　　　宿　｀　　く　　会合　事　　　　存行　　　｀　の

るす　　せ　　田漿　　｀　靖特　務　　　　続委　　森　打

゜心　　　　゜　　　出天　分　類集　局　　　　希員　　　田　合
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　　　　　　　　　　　　　　　　乙乱　　　　　　　服　　　只　　　Ｈ　励　　　　　　白０松　十　　白川打　脈打

腔特　加　（2）　　　田　　　本六三　　　　　田瓦原［目元こし父

病定厚に日　　こと采　　五孔　｀月毎　　。眼孔　｀月三　｀月　とて　｀

変疾生っ木膠と　｀服本十十河八六　　六臣十………二1一拍　↑-　゜処体

の患省いチ原　゜話以年三二村日月　　月三二田十六紬八　理順
治－よてャ特　芭何度年年　｀－　　二十年　゜六吋　｀目　　才不

療指り　゜リ集　をのは度度若木　　　円六塵　目編富。　る明

費定各　　テｍ　　ｊ地総子収林゛゛　　発ら収　－集出水　　゜－

は難都　　ィ号　　め。会算支　｀脳　　　送校友　　蛮を　゜｀J　　･」1　，

公病道　励を　捉例を案決六尺　　JIL決　ふ杵　事　雨脚

費゛府　会見　示え行に算田芹　　　　終算　巾り　　務　い原

頁に県　　上行　　しばわ関承　゜分　　　　　ダ八　　代印　　帽　　だ２

拍面‾－　催す　右京ず連語　窄　　　　　作　伺姉」　｀　よ返

の接衛　　瞑る　　見都　｀し　　　　｀　　　　　　成　　｀匹　　ヤ　　り戻

対基生　季　゜　を゛友　　　　森　　　　　　　　斤付　山　で｀ｼ

家因部　　バ　　　末で部　　　　　ｍ　　　　　　　　　出す　　｀　　固　も

とす陥　　ザ　　　め行長　　　　　｀　　　　　　　　　｀　゜　森　　加融

しるＪ　　Ｉ　　　おう会　　　　　貪　　　　　　　　　森　　［Tl　　す豹

てロヘ　　参　　　く　こを　　　　　田　　　　　　　　　川　　　　｀　　ると

　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　ミ　　　　　冊参七－。、チ　－営五－淑呈員訥　－に全チョ　瓦桧中

加月午寺ャ六寺を反午兪をの六六堂部員ャ膠六十本突入だ取
す一面山り月山す田油支行倚門月･目送と　リ原判こ　｀人刈　と　ジ

る目十　｀テ三　｀るＴヤ部う　さ　｀二　｀し坤テ37二年京通1-　9扱

゜一時貪　ィ十貪　゜Ｃ時会　゜ん夏十貪　｀奈　』り十塵出会六　　っ

　　|二？　出ﾉぐ目［目　　Ｏ　？員　よの旭川ご川バ1一一一口収゜当日　て

　｀Ｊ六　｀ザ。｀　合午の　　りチロ　｀即県ザの－有　　務－　壇
　　｀時森丿全森　　場心情　　送ャ。か所有］第火災　　局全　　し

　－Ｊ田開゛出　　に五水　　ら　リ　本山と卸の一｀Ｊ淳　　｀゛　　久

　寺　　｀催束゛　品時さ　　れデ｀協　｀案同友監　　全十　　21

　山　河　゜京　　　物ぶん　た　ｆ事森力埼内編の介　丼，託　な
　　｀　忖　互　　　を－に　品パ恂田を庖状乗合　゜　今時　い

　森　゛゛　胱　　持六窓　物申｀筒｀Ｊ呼支を合判　　　計？　　旨

　出　が　田　　　参時力　のＪに　び部叙法務　　　監十　　｀
　　｀　　参　　Ｔ　　　し　？　を　　的ルシ　　か公示をい　　　査八　　通

　河　　加　　Ｃ　　　｀七し　　札のい　　げは支行に　　　｀「巾　達
　村　す　Ｏ　　会時て　忖為て　るの部う訟　　　臼　｀　　が

　Ｊ　　る　　に　　　痢ぶ頂　げに　゜　゜一会　゜い　　　山東　　あ

　が　　゜　て　　　設　　く　　昨今　　　　　部は　　て　　　　｀京　　っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ尚忖ヒ

一　回鯵こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ几ｸ
ｭ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶山本目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のさ｀J.。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごんが目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協ご咎゛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力宗加　｀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を族す－

　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頂八る寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　¬　ｏ雨

　　j　　－　●　4゛　　　　　　　　　　　　　　　　　ま七　　｀

　　｀｀‘ヽ二　　．　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　し宝　　貪
　　』コ燃冒Ｐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た焼　　Ⅲ

　　　　　軋　　　　　

に

　　　　　゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　森

　　　　　　拓硝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　叫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　河
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へｒ口　　　　　　☆☆☆☆☆

ぉ○部てぃと年籐は　膠　　　　　　☆書☆

手円三下日め七相今　　ｙ　　　　　　☆　　☆

元を百さ々を月談ま　原　　　　　　☆籍☆

に切円ぃとのににで　特　　　　　　☆　　☆

発手に　゜題せ行対に　集　　　　　　☆
の☆

送で送　すてぃす本　一　　　　　☆御☆

讐森竺　会席芝いy　有　　　　　　宮iづ7

ま局二　児ぃた生ぉ　μ　　　　　　☆内☆

大言雷　葦手こヌ?r　　　　　示　八白言

　送　｀　も　゜ヶ御下　　　　　　務

　り合　ぉ又１回さ　　　　　局

　下計　よ会ト答ぃ　　　　　扱

　さ　　み員調とま　　　　　　ぃ

　り　　　にの査　｀し　　　　　　゛

しぉ本三　　　　　　　の一　ぉっ細順

ま送代月　◇　　　　で一一中てか天　　◇

すりと号　朝　　　　到四冊し居く堂　　膠

゜下送は　　　　　　　着○元込ら恵大　　　タ
　さ料膠　日　　　　後円八みれ者学　　原

　れ三原　ホ　　　　ぉ振○下ま向病　　病

　ぱ五病　　１　　　　払替円さすけ院　　の

　｀○特　ム　　　　　込用にい　゜にの/｀、　は

　早円集　　、、　　　み紙送゜御わ塩保
　速を号　　ト　　　　　下を料　希か川健　な

　ぉ切で　夕　　　　さ本一　望り優同　し

　手于す　タ　　　　いの六　の易一人　μ

　元で゜　　｜　　　　　゜間○　方く先社
　に事　　　　　　　　　に円　はぉ生発

　発務　　　　　　　　　人｀　事書が行

　送局　　　　　　　　　れ合　務き本゛゛

　致へ　　　　　　　　　ま計　局下当

　　　　　　　　　　　す　　　にさに

本又　　！　１　　　１　　　　　　　ん皆て会し本合

当　｀　　ｉ　　　　－　　‾‾‾’．　　　ｉ　　　下様と員て部は毎
に今　

ｻ

‾

卜

T

I　　I　　　　　

さのズの大はぃＨ　　事

有回　　一‥･

4

，,，ぃ千も方忙此か大　　　務

難御　　　　　　　’4･　　　　　　グ　　゜作心々しのが変

う協　白　；。々一そ･　，沁　　　I’;　　　品温かで処で訟　　　局

バ　　　　冷涼ぽ　ﾀlji｀ぽ　　　いにへに　　　九

ぃさ　　　　｀　゛’　，　･．‘’　　真思手　゜リ　゜日　　　よ

ま９　　　　‘ふ　　　‘　　’‘　　　　にぃ作　テ　々　　　や

した　　’　、　，、．。　　　　･，　　　写がむ　　ィ　　が

た方　ど　’　　、ヽ　　　　　　　ししの　バ　続
;･1　　1Mヽ，　　　……4　－　　　　　　　まま作　　ザ　　き

　は　　　　　－４?零;ﾆｽﾆ皐r　　　゛　　し　し品　　ｊ　　ま

　次　１･に　ヽヅズ辿夕｀だが？こ4･　　　たかが　に　す

　の　レ　必‰ぐ　　　　　　　　　　の　゜送　三　が

　通　　’夕匹………-=……………-．,･．　　　ｔ　　ら　　日　　｀
　り　　　　y尹　　　　　　　　　　　　　　｀　　れ　　間　　訃

　で　･゛･j’.　　　　　　　　　　　　　ど　　て　　忿　　鉢
　す　　　　　‘’　　　　　　　　　　　ら　　き　　茄　　具

　Ｏ
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　　☆　　　　　　☆　　　　　☆　御腰当

御こ　　　てにうは　　　を会普　　協知日其東鈴小長吉鹿藤

見の新　居なぞが日　　入費通会　力め会の京木杯谷野高原

舞だ潟　りり御き本　れ切会馥　を肌嘔ｲ胞第三加川志自明

申び県　まま利をチ　まれ政の　心かに運一枝寿茂雄f一方

しの地　すす用本ャ　すに　ぉヽ　かかた営バ子子子様様様

上水方　　゜の下部リ　　のな一問　　られず委プ様様咲

げ害の　　一でさでテ　　でり年合　　感てね員テ　　　　　杉阪占’

まは皆　冊皆い取１　　折ま分社　謝楽て　ス佐日清出し1本

す大き　　｀様　゜扱協　返す　が　申し来　　卜藤隅水洋恵方

゜変ま　　送の販っ会　　しと二多　　しくて　教幸和幸子友恵

　な　　　剔御充て制　知謬　｀い　　七知　ド　　会ｆ代匝様/- (-

　ご　　　共協収居作　払原四の　げ話応　婦様様様　様様

　様　　五力益やの　いの○で　ましっ　人

　子　　　○をはま日　　込間○訟　す出た　会　　　　隔j,‘堤

　で　　　○ぉヽ本す本　みに円筒　　゜末方　様　　　　島永貿

　す　　円待部の民　下振でぇ　　ま々　　　　　　　様と代

　ね　　　でちので話　き替すし　　　しに　　　　　　　　みr-

　゜　　　す致収　｀の　　い川　゜ま　　　たは　　　　　　　　j’様

　　　　　゜し入どぇ　　゜紙　　す　　　　゜直　　　　　　　　　様

才

‘j

k

｀'',9

　　　　　　じ部お待¬さ会り　し回し36くい叛

　　　　　　め割寄ち膠いＨ私ばとい号るまか　　　＿

　ｉ　　Ｅ　ご合せし原（j－のかｔむはいすい　　編

　Ｅ編Ｅ　　ｒす頂てに　人体　りも使二や　゜梅　　集

　Ｅ集Ｅ　承るぎ白二　一験早はりヶす熱田　　後

　Ｅ委Ｅ　下場まま対　人記目げで月い帯が　　記

　Ｅ員Ｅ　　さ合しすす　のににまし余こ攻紐　　゜

富Ｅ　　ミ　　いもた　゜る　　療を　訟さたジ　とのか

田　　　　　まご原　ご　養沢届れ／遅と毎　｀

・　　　　　すざ稿　感　生いけてとく思日猛

倉　　　　　　よいは　想　活て　で　｀云ないで暑

田　　　　　うま編　ご　のみ　き37うわまみの

・　　　　　おす集　意　記ま　る号言とすな良

寺　　　　　願のの　昆　録せ　とは葉て　゜さ夏

山　　　　　いで都　を　をん思前にも　ん日

・　　　　　　し　｀合　ぜ　おか　い回礼待　　｀が

森　　　　　まあ七　ひ　寄゜まよたち　体続

田　　　　　　すら　｀　／　せ　　すやちど　　調い

　　　　　　゜か一　お　　ド　　゜少－う　　のて
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・
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行
）

昭
和
五
十
三
年
七
月
十
七
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
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通
吝
二
五
九
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行
人

身
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害
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定
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団
行
物
協
会

丿
京
都
慨
田
谷
区
砧
八
一
二
十
一
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
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八
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